
 

 

 

 

 

 

 
 

◆現在，“防災まちづくりマップ”を作成中です！ 

翔鸞学区防災まちづくり協議会では，昨年度の“防災まちあるき”で確認した「路地の幅

や行き止まりの状況等」をもとに，通り抜けができない袋路における二方向避難ルートの確

保など，すぐに取り組める対策について検討してきました。 

現在，この取組を進めるとともに，まちあるきで確認した路地の状況や「地域の集合場所」

など，災害時に役立つ情報を掲載した“防災まちづくりマップ”の検討を進めています。 

わかりやすく使い勝手がよい“防災まちづくりマップ”にするため，各町内会長を対象に

したアンケート調査を実施するなど，各町内のご意見をお聞きしています。 

これからも，地域のみなさんと一緒に，翔鸞らしさを守りながら，まちの安全性を高める

取組を進めていきますので，ご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆翔鸞学区で“空き家調査”を行います！ 

近年，空き家の増加が社会問題になっています。翔鸞学区でも，防災まちづくりの一環と

して，学区内の空き家調査を行うこととしました。調査は，京都市の委託を受けた専門業者

が実施します。皆様方のお手を煩わせることはありませんので，ご理解のほど，よろしくお

願いします。 

○調査期間：平成２６年１０月６日（月）～１０日（金）のうち，３日間程度 

      （時間帯：午前９時～午後５時頃） ※調査員は，「京都市」の腕章を着けています。 
○調査内容：建物の外観から空き家を把握し，管理状況等の調査及び写真撮影を行います。 

○担  当：京都市都市計画局まち再生・創造推進室（担当：木下，木口，℡２２２－３５０３） 
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 裏面は翔鸞学区
全体が把握でき
るマップです。 

翔鸞学区のブ
ロック別に作
成 し て い ま
す！（Ａ３サイ
ズ） 

完成後には，全
戸配布を予定
しています。 

「まちある
き」をして，
路地の状況
などを確認
しました！ 

みなさんが使いや
すく，災害時に役
立つマップを検討
しています。 

（防災まちづくりマップ案） 

路地の状況や「地
域の集合場所」の
情報などを掲載予
定です。 

裏面には，学区
全体の情報が
載っています。 



 

 

◆第３ブロック（溝前町，末広町，風呂屋町，佐竹町，南上善寺町）で 
 “防災まちづくりワークショップ”を開催しました！ 

去る 8 月 29 日（金）に，翔鸞会館において第 3 ブロック（溝前町，末広町，風呂屋町，

佐竹町，南上善寺町）で“防災まちづくりワークショップ”を開催しました。 

対象町内の町内会長（自主防災部長兼務の方を含む）や地域の方，計 6名にご参加いただ

き，防災まちづくり協議会のメンバーとともに，防災に関する地域の現状や課題，“防災まち

づくりマップ”の内容等について，意見交換をしました。今後も，このような取組を他のブ

ロックにも広げていきたいと考えていますので，ご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆“総合防災訓練”と“翔鸞ふれあいまつり”を開催します！“防災まちづくりマ

ップ”案のお披露目や，すまいの耐震を楽しく学ぶコーナーも開催します！ 
来る11月 16日（日）に翔鸞学区“総合防

災訓練”と“第20回翔鸞ふれあいまつり”を

開催します。防災まちづくり協議会では，“ふ

れあいまつり”で“防災まちづくりマップ”案

を展示し，みなさんのご意見をいただくととも

に，すまいの耐震について楽しく学ぶコーナー

などを開催する予定です。 

ご来場の際には，是非，翔鸞学区防災まちづ

くり協議会のコーナーへお越しください。 

■ワークショップでの意見（抜粋） 
◎地域の現状や課題について 

・空き家が増加しており，その場所が今後どうなるかわからない。 

・防災倉庫を設置したいが，適当な場所がない。 

・社寺と協力しながら，防災訓練をしている。 

◎“防災まちづくりマップ”について 

・マップを作るだけでは不十分。配布して使い方を工夫していく必

要がある。 

・町内で情報を共有していくことが大事。 

・地域の集合場所を知らない人も多いので，防災訓練等の場で

確認していく必要がある。 

◆地域独自の取組のご紹介  ～“溝前町守る会”～ 
第3ブロックの溝前町には，“溝前町守る会”という町内独自の防災組織があります。

先進的な取組をされていますので，その発足経緯，活動内容をご紹介します。 

◎“溝前町守る会”とは 

・阪神・淡路大震災の後，町内有志の間で防

災に関する関心が高まり，平成19年に有志

16名で発足した組織です。 

・継続的に防災の取組を進めるため，平成26

年度から“守る会”のメンバーが自主防災部

長の役に就いています。 

◎活動内容 

・町内に防災倉庫を整備。チェーンソーや発

電機等の器具を購入し，定期的にメンテナン

スを行っています。 

・高齢者世帯等の救援対策のため，希望者を対

象に，持病やかかりつけの病院の情報も記入し

た“緊急救助対象者名簿”を作成しています。 

これらの他にも，学区内には様々
な防災上の課題があります。 
京都市には，耐震改修やブロック
塀の改善，老朽木造住宅の除却等
について助成制度があります。 
是非，ご活用ください！ 

日時：平成 26 年 11 月 16 日(日) 
午前 8時半～ 総合防災訓練 

午前 10 時～  ふれあいまつり 

場所：翔鸞小学校 
内容(翔鸞学区防災まちづくり協議会コーナー) ： 

・防災まちづくり協議会の取組紹介 

・“防災まちづくりマップ”案の展示 

   ・すまいの耐震について学ぶコーナーなど 

 


